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 むつ市議会

27 日に開会し、

で開催され

 一般質問は

名）が予定されています。杉浦議員は

９日午後１時

ということもあり、主に地元脇野沢地

区の産業振興に関わる「ニホンザルの

被害対策

状況について」の２点、８項目につい

て質問しました。

12 月９日

 

むつ市議会第 242

日に開会し、12

で開催されています。

一般質問は 15 名（うち新議員６

名）が予定されています。杉浦議員は

９日午後１時 55 分から登壇し、初回

ということもあり、主に地元脇野沢地

区の産業振興に関わる「ニホンザルの

被害対策」と「イルカウォッチングの

状況について」の２点、８項目につい

質問しました。

日、杉浦新市議

  

242 回定例会は

12 月 20 日までの会期

ています。 

名（うち新議員６

名）が予定されています。杉浦議員は

分から登壇し、初回

ということもあり、主に地元脇野沢地

区の産業振興に関わる「ニホンザルの

」と「イルカウォッチングの

状況について」の２点、８項目につい

質問しました。 

杉浦新市議、

 

回定例会は 11 月

日までの会期

名（うち新議員６

名）が予定されています。杉浦議員は

分から登壇し、初回

ということもあり、主に地元脇野沢地

区の産業振興に関わる「ニホンザルの

」と「イルカウォッチングの

状況について」の２点、８項目につい

◆杉浦議員

、一般質問

杉浦議員の一般質問要旨

一般質問で地元振興
 
 

一般質問要旨 

 

地元振興

ここが杉浦市議の定位置
です。（隣は工藤、佐藤
両共産党議員）

詳細は 12/10

の東奥日報紙に

以下の通り掲載

されています
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答弁者は経済部長でした。

 

済効果の拡大へ自らの漁師体験

などを踏まえて

るための施策などを述べまし

た。

が堂々と自らの主張を展開しま

した。今後は核燃新税などにつ

いて事前学習会などを企画して

質問対応

 

燃新税の手順などについて

の不誠意な態度を追求しまし

た。（

12/10

の東奥日報紙に

掲載
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わる課題

ここが杉浦市議の定位置

 約 40 分にわたる質問で主な

答弁者は経済部長でした。

 イルカウォッチングによる経

済効果の拡大へ自らの漁師体験

などを踏まえて

るための施策などを述べまし

た。 初めての議場登壇でした

が堂々と自らの主張を展開しま

した。今後は核燃新税などにつ

いて事前学習会などを企画して

質問対応も検討しています。

 今回は共産党の工藤議員が核

燃新税の手順などについて

の不誠意な態度を追求しまし

た。（別ページに掲載）
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などを踏まえてさらに充実させ

るための施策などを述べまし

初めての議場登壇でした

が堂々と自らの主張を展開しま

した。今後は核燃新税などにつ

いて事前学習会などを企画して

検討しています。

今回は共産党の工藤議員が核

燃新税の手順などについて

の不誠意な態度を追求しまし
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分にわたる質問で主な

答弁者は経済部長でした。 

イルカウォッチングによる経

済効果の拡大へ自らの漁師体験

さらに充実させ

るための施策などを述べまし

初めての議場登壇でした

が堂々と自らの主張を展開しま

した。今後は核燃新税などにつ

いて事前学習会などを企画して

検討しています。 

今回は共産党の工藤議員が核

燃新税の手順などについて市側

の不誠意な態度を追求しまし



 いよいよ動き出した「核燃料新税」構想～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 かねてよりむつ市の構想にあった「核燃新税」の創設が具体化してきています。10 月末にプロジェクトチームの素

案がまとまったとしてマスコミへ発表したり、課税先の RFS 社へ説明に出向いています。しかし、この間、市当局は

市民はもとより市議会議員へも一切報告がないままの対応でした。また、「市民アンケート」と称して特定の団体だ

けに意見聴取をして進めようとしてきました。杉浦市議や工藤市議（共産）の要望を受け、今月８日にようやく市の

ホームページに、その資料や議事経過を掲載しました。 

 今後は年明けから外部有識者からの意見聴取などを行い、年度内に最終案をまとめる意向です。年明けの市議会で

は大きな議案になる見込みです。党総支部としても現在、プロジェクトチームの検討原案を上十三総支部幹事長で核

燃サイクル１万人訴訟原告団事務局長の山田清彦さんとその問題点などを整理する作業に入りました。 

 むつ市をこれ以上、原子力マネーに依存する市政運営にさせないためにも対応方針を検討しく予定です。 

  

 
 

 

 

 

プロジェクトチームの資料が公開されました。 

下記が公開された資料の一部です。全資料と討議内容はむつ市のホームページに掲載されています。 



ふるさとを原子力マネー漬けにするわけにはいきません 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
こくみん共済 CO‐OP 脇野沢支部 40 周年・脇野沢村勤労者福祉協議会 20 周年祝賀会開催！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 11 月 29 日、全労済脇野沢地区
共済会として 1979 年にスタート
した「こくみん共済 CO‐OP 脇野
沢支部」と 1998 年結成された脇
野沢勤労者福祉協議会の合同記
念式典・祝賀会が脇野沢地域交
流センターに 40 名近い参加のも
とで賑やかに開催されました。 
 両方の会長を務める浜田小一
さんをはじめ、初代下北地区共
済会会長の木下千代治さんや初
代脇野沢地区共済会の事務局長
の元脇野沢村長の山崎隆一さ
ん、全労済元理事長の山本信悦
さんなどがお祝いの言葉を述べ
ました。また、篠崎俊二下北地
区共済会事務局長が乾杯の音頭
を取りました。杉浦新市議や地
元の各界の代表者も数多く出席
しました。 
 年々、会員の高齢化や人口減
少などで活動は段々厳しくなり
ますが今後も共に頑張り発展さ
せることを誓い合いました。 

◆◆◆別の話題ですが…◆◆◆ 

総支部役員の浜田小一さんが先日、海難事故に遭遇

し、人命救助の功績でむつ警察署から感謝状を受理し

たことが報じられました。（11/30 東奥日報より）  

 挨拶する山崎元村長 

挨拶する浜田会長 

 党の任務はもとより地

域で様々な役職を持ち、

活動する浜田さんにまた

一つ大きな勲章が加わり

ました。 
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東奥日報 12/10 

核燃新税をめぐる 

最近の新聞記事 



12 月８日、「78 回目の真珠湾攻撃の日」行動が二つありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３９回目の「戦争を語りつぎ平和を考える集い」が開催されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

↑党を代表してスピーチする日土代表代行 
 
←木下９条の会共同代表 

下北地域９条の会、街頭宣伝
を実施 

 12 月８日は真珠湾攻撃から 78 年

目にあたります。このことが太平洋

戦争突入のきっかけとなりました。 

真珠湾攻撃へ向けた旧日本海軍の

連合艦隊はいったん大湊港に集結、

その後、択捉島に移動し 1941（昭和

16）年 12 月７日、ハワイオアフ島へ

奇襲攻撃をかけたことに端を発しま

した。その間、この作戦の情報管制

の最終段階を担ったのが、海軍大湊

警備府です。当時の大湊警備府の任

務は、青森県と秋田県から北海道と

樺太までの陸地と、周辺海域の防

衛、船舶の護衛などであり、艦隊の

基地でもありました。 

つまり、私達の町もこの世界大戦

につながる真珠湾攻撃に大きな役割

を果たしていたのであります。 

これを踏まえて、下北地域９条の

会は毎月９日に実施している街頭宣

伝を８日に繰り上げ、マエダ百貨店

前で各団体の代表者が市民に訴えま

した。 

党からは木下顧問（９条の会共同

代表）、日土代表代行が不戦の決意を

市民に訴えました。 

 

 

 『子供たちに平和な未来を手わたそう』を合言葉に毎年行わ

れているこの集会は 12 月８日、海老川コミュニティセンター

に 50 名を超える参加者で開催されました。 

 集会では旧満州引揚者の能渡幸子さんなどの戦争体験の話を

聞き、参加者からの感想や意見発表などがありました。県内で

も三沢基地所属の F16 戦闘機の模擬弾落下など多くの米軍、自

衛隊のトラブルも発生しています。参加者からは『最近、ジェ

ット機の騒音が市内でもかなり激しくなっている』との発言も

あり、多くの参加者もうなずいていました。 

また集会終了後は往時を偲び実行委員会手作りの「すいとん

汁」が振舞われ、お菓子や書籍などのバザーもあり、大いに盛

り上がりました。 

  

  

実行委員長の高屋敷さん   体験談を語る能渡さん 

→
戦
時
中
の

「赤
紙
」
サ
ン
プ
ル 
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当
は
も
っ
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他にも原子力絡みを中心に、むつ・下北の課題が新聞紙上で取り上げられました 
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東奥 11/20 

東奥 11/14 

東奥11/21 

東奥11/21 

最近の東奥日報

と朝日新聞の地

元関連記事を順

不同で掲載して

います 
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